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令和６年度 第１回 北海道総合保健医療協議会 

地域医療専門委員会 周産期・小児医療検討委員会 議事概要 

 

開催日時：令和７年１月 21日（火） １８：００～    

         開催方法：ＷＥＢ（Ｚｏｏｍ）             

 

１ 開会 

２ 議事 

（１）報告事項「本道の周産期・小児医療の確保」 

ア 災害時小児周産期リエゾン検討ワーキンググループの設置について 

事務局から説明 

（委員） 

本件に関しまして、ご意見ご質問ございませんか。 

 

（委員） 

日産婦でも大災害の時の入力システムがございます、そことの絡みも総合しながら考えていく

ということでよろしいでしょうか。 

こちらが動いても日産婦に反映していないのは非常に危険かと思いまして、他科の先生や担当

者との連携や、日産婦の大規模災害時のマニュアルもあるので、情報共有しながらやっていかれ

たら良いかと思います。 

 

（委員） 

私はリエゾンでもありますが、リエゾンのトレーニングの中にもＰＥＡＣＥのトレーニングも

入っていて、全くかけ離れたところで動いている訳ではなくて、協調していけるかとは思ってい

ます。学会や医会、行政と地域を繋げるのがリエゾンの仕事で、全く独立して何かをする訳では

ないので、その辺は協調していければと思っています。 

メンバーは、小児科医と産科医と、救急の先生はＤＭＡＴを兼ねているかはわからないが、

（災害医療）コーディネーターの先生が入ってくださるものだと思う。委員としては、できれば

医師以外のメンバーも、あまり人数が多くならないよう気を付けなければいけないが、視点を広

げるという意味で入っていただければありがたいと思います。 

 

（委員） 

 事務局から何かありますか。 

 

（事務局） 

御意見ありがとうございます。ＰＥＡＣＥ等災害時の情報システムに関しては、連携しながら

やっていきます。リエゾンの先生方も何回か会合を持ちながら研修しているところ。しっかりと

繋いでいくというのがリエゾンの仕事ですので、我々も情報共有しながらやっていきたい。ま

た、ドクター以外の職種についても事務局で検討させていただき、次回お示しする案などに反映

させていただこうと考えています。 
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イ 北海道小児救急電話相談事業の現状と課題について 

事務局から説明 

（委員） 

本件につきまして、ご意見ご質問ございますか。ニーズは増えているけれども、場所も人もな

かなか難しいという八方塞がりな状態ではあるのですが、小児科の先生方、どうしたら良いとい

うような御意見、なかなか難しいとも思いますが、いかがでしょうか。 

 

（委員） 

送られてきた資料を見ましたが、救急の電話相談は、どんな内容が多いのかというところも改

めて精査して、変えていけるものは、応答電話にするというようなことも可能なのかなと思いま

した。 

相談者の意識が変化しているというのは、多分、すぐ知りたい、ということになってくるんだ

と思うので、今までの相談内容や、対応方法も、この資料には載っていなかったが、そういうと

ころも精査されて、検討していくことも必要かなと思います。 

 

（委員） 

具体的にずいぶん助けられているところもあれば、こういう相談したら、こういうサジェスチ

ョンをもらったので受診しましたというサジェスチョンがちょっと違うかなと正直思う場合もあ

るんですけれども、数としては、多く助けられていると思っています。ただ、今の年齢構成を考

えると、直営は長続きしないのは明らかですので、あとは委託に切り替える場合のクオリティの

維持と、コストにかかってくることかと思います。 

今も直営の経費はかかっているわけですけれども、委託になれば場所はいらないわけで、全部

にするのか、半分にするのかわからないですが、今より委託の割合を増やさないとじり貧になる

のは見えている。ものすごく相談件数が少なく見えるのは、札幌の親御さんが冷静で電話をかけ

ていないのではなくて、電話をかけたけれども繋がらないのが圧倒的に多いのは、恐らく間違い

ないと思いますし、そういう話も聞きますので、そうであれば、もっと潤沢にニーズに応えられ

るような方向に舵を切るべきかと思います。 

 

（委員） 

どうもありがとうございます。他にいかがでしょうか。小児科の救急に関わっている先生の御

意見は重要かなと思いますが。 

 

（委員） 

 元々この電話相談事業は、救急に来る患者さんが、軽度の患者さんが多いので、電話で対応で

きればそれを減らすことができるということで元々始まった事業なんですけれども、実際、道の

方でも統計をまとめて出していただいているが、発熱とかあまり重くない人がほとんどで、すぐ

受診した方が良いという方はあんまり多くはない、それと札幌圏の、近くの人の電話相談が多い

ということ、それから地方、旭川や釧路や函館といったところでは、地域の先生方が、二次医療

圏で電話対応などをしていただいているのが現状なんです。電話相談事業が札幌圏の軽症者の相

談が中心になっていて北海道の事業としては偏っていておかしいのではないかなと思いますの

で、対応の仕方をこれからは検討していかなければならないかなと思います。ただ、予算の問題

とか色々な問題があるので、それは後々、小児科医の先生方や医師会の救急担当の方で話し合い
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を毎年設けられているので、その辺で検討していただいて、道へ提案していただくというような

方法でやっていただければよろしいのではないかなと思います。 

 

（委員） 

貴重な御意見ありがとうございます。事務局から、何か方向性のようなものはありますか。 

 

（事務局） 

 御意見ありがとうございます。先ほども説明させていただいたとおり、ある程度、委託を拡大

する方向性にはなるのかなと思っています。20年事業を続けて、最初の頃はなかなか委託業者も

いないので、直営でお願いしていたところ、現在、色々な業者もございますので、クオリティを

しっかり担保するということ、電話以外での対応も、色んなツールを使って、お困り事に対応し

て、受診に至らないで済むものは相談で対応し、受診しなければならないものはお願いするとい

う形で、切り分けが出来ればよいのかなと考えてございます。 

 我々だけではなくて、相談員の医師、看護師の方々の御意見も伺いながら、医師会の先生方の

御意見もいただきながら、方向性を決めていきたいと思います。 

 まずは意向調査ということで、それが纏まり次第、色々と関係の先生方にはご相談させていた

だきたいと思っております。よろしくお願いいたします。 

 

（委員） 

今後色々動いていかなければいけないことだと思いますし、本日このように情報を共有できた

ことが重要かなと思いますので、今後また、この会でも検討して、うまい具合に移行できれば良

いのかなと考えております。 

 

（２） 協議事項「分娩取扱施設整備事業の対象となる要件について」 

事務局から説明し、事務局案のとおり了承。 

 

（委員） 

以上で予定された議事は終了いたしますが、その他何かございますか。最後に事務局から何か

ございますか。 

 

（事務局） 

本日は皆様大変お忙しいところご出席いただき、色々ご意見をいただきまして誠にありがとう

ございます。 

昨年度は医療計画の策定で色々ご議論をいただきました。今年度から６年間の計画がスタート

したところでございます。周産期・小児医療を取り巻く現状は大変厳しいということでございま

すが、厳しい中でも先生方のお力をもって、しっかりと維持確保できているというところでござ

います。我々としましても、周産期医療体制が確保できるように取組を進めていきたいと考えて

おりますし、昨年度の医療計画の中でもご議論いただきましたが、色々な課題はございますが、

またこの場など通じまして、色々とご意見をいただければと思っております。 

また、本日最初にお話しさせていただいたリエゾン検討ワーキングなどについても、書面開催

という形にはなりますが、要領案などをお示しして、体制を整えていきたいと思っておりますの

で、引き続き今後とも周産期・小児医療提供体制につきまして皆様方のご協力をいただきますよ

うお願い申し上げまして、本日のご挨拶とさせていただきます。本日はどうもありがとうござい

ました。 
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（委員） 

昨年の４月から、地区の周産期医療体制が変わりました。医療計画が出たばかりでなかなか難

しいとは思うのですが、できれば、指定の方を色々と考えていただければなと思っているのと、

例えば、周産期専門医を取るための認定施設にも実は関わっていて、もう、新専門医制度だと、

地区で研修できる施設がなくなってしまっている、うちの病院も総合周産期ではないので基幹施

設にはなれないんですよね。新生児の専門医は。そういった絡みもあるので、なかなか難しいの

かもしれないんですが、可能な範囲で前向きに検討いただければなと考えています。すいませ

ん。場違いな話かもしれません。 

 

（事務局） 

ありがとうございます。色々と地域の現状が変わっているところがございますので、変化に対

応しながら、必要な対策をしなければいけないなと思っております。またご意見をいただきなが

ら進めていきたいと思いますので、ご意見頂戴したいと思っております。 

 

（委員） 

それではこれで本日の委員会を閉会いたします。皆様お疲れさまでした。 


